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令和８年度 やまがた社会共創プラットフォーム事業計画書 
 

令和８年３月 ６日 戦略会議 承認     

令和８年３月１２日 役員会  承認     

令和８年３月２４日 協議会  承認     

 

 

  令和４年10月に発足したやまがた社会共創プラットフォーム（以下、「やまぷら」）は、「第

１期（立ち上げ･組織整備期間）」を経て、令和８年度は「本格的な始動」と位置付けた「第２

期」の３年目となる。 

今年度は、文部科学省の公募２事業（産学連携リ・スキリング・エコシステム構築支援事業及

び地域構想推進プラットフォーム構築等推進事業）に申請し、当プラットフォームの機能強化を

図るとともに、以下のとおり基本方針と初期戦略に則った事業計画を定め、“オールやまがた”

のパートナーシップで地域課題の解決や価値創出にスピード感をもって取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業計画一覧】 

 

≪高等教育機関連携部門（大学コンソーシアムやまがた）≫ 

0. 「山形県における高等教育のグランドデザイン（仮）」策定事業 

1. 共同教育事業 

2. 県内進学推進事業 

3. 地域貢献･活性化事業 

4. 広報事業 

5. 男女共同参画推進事業 

 

【基本方針】 

1.様々な立場・角度から地域課題を深掘りし、ニーズオリエンテッドの教育・研究・社会連

携を追求する。 

2.地域の貴重なリソース（資源）・優れた連携実績を収集整理・データ化・視覚化し、共

有・活用する。 

3.様々な機関が出会い、課題（ニーズ）と解決のための各種資源をマッチングする場とな

る。 

4.課題解決のための事業化の企画・実装の支援・先導をする。 

【初期戦略】 

1.「地域人材育成」「地域産業振興」「健康長寿支援」「地域活性化支援」「環境保全」の

5つのテーマを設定し、各テーマに係る地域固有の具体的な課題について、参加機関が連携

して課題に取り組む。 

2.以下について共通の重点事項として、全加盟機関が総力を挙げて取り組む。 

①山形県内大学生の地元定着率向上（Uターン学生含む） 

②山形県内高等学校からの県内大学進学率向上 

③女性の活躍・地域定着 

3.プラットフォームの活動状況を積極的に県民に広報し、利用価値の周知を図ることによ

り、新たな事業化や自走化を推進し、プラットフォームの持続可能性を高める。 
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≪課題解決･価値創出部門≫ 

6. 地域課題解決事業 

7. 地域価値創出事業 

8. 広報事業 

9. 令和８年度文部科学省事業「地域構想推進プラットフォーム構築等推進事業」 

 

≪リカレント教育推進部門≫ 

10. 地域産業人材育成事業 

11. 地域コミュニティ人材育成事業 

12. 広報事業 

13.令和７年度 文部科学省補正予算事業「産学連携リ・スキリング・エコシステム構築支援事

業」 

 

 

【事業計画概要】 

 

≪高等教育機関連携部門（大学コンソーシアムやまがた）≫ 

 

０ 「山形県における高等教育のグランドデザイン（仮）」策定事業（基本方針１，２初期戦略

２－①～③、３） 

大学コンソーシアムやまがた並びに「やまぷら」の設置目的に則し、「やまぷら」加盟の地方自

治体や民間企業等と緊密に連携し、県内初となる産学官金共同による「山形県における高等教育の

グランドデザイン（仮）」を策定する。策定にあたっては、以下の点に留意する。 

 

 ビジョンの接続: ステークホルダーが山形に関わることに誇りを持つ「やまがた共創プライ

ド」の醸成を核に据え、「高校教育改革に関する基本方針（グランドデザイン）」や第7次

山形県教育振興計画との整合性を図るとともに、各加盟機関の将来構想を最大限に尊重し、

持続可能な高等教育環境を展望する。 

 エビデンスの充実: 策定の根拠となる基礎データ（高校生・大学生・企業へのアンケート調

査等）を拡充し、客観的な分析に基づく施策立案を行う。 

 先行事例の参照: 「大学リーグやまぐち」等、全国の先進的な先行事例を調査・分析し、本

県への最適化を図る。 

 財源と組織体制: 令和８年度文部科学省予算「地域構想推進プラットフォーム構築等推進事

業」の採択を目指し、本事業を「やまぷら」の一般社団法人化と一体的な取組として盛り

込み、強固な推進体制を構築する。 

 

１－(1) 共同教育事業（基本方針１～３、初期戦略１，２－①③） 

各機関における教育プログラムの現状とニーズにより、今年度以降に実施する教育プログラム

案を構築するとともに、引き続き、本部門や他部門と協力して学生たちに山形の自然・歴史・文

化を学ばせるとともに、地域課題の解決に貢献し得る教育プログラムの構築を検討する。 

 

１－(2) 単位互換履修学生支援（基本方針２、３、初期戦略１、２－①③） 

包括協定書に基づいた単位互換制度を推進する。また、同制度の利用推進を図るための交通費支

援制度について周知するとともに、交通費の支援を行う。 

 

１－(3) 共同ＦＤ/ＳＤ研修（基本方針１～３、初期戦略１，初期戦略２－③） 
①ＦＤ、ＳＤ研修会の開催及び参加 

 ・ＦＤ研修：加盟機関の希望を検討しての実施や各機関で開催する研修会等への参加 



 

3 
 

 ・ＳＤ研修：加盟機関の希望を検討しての実施や各機関で開催する研修会等への参加 

 

② 「2026 年度全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム」への参加予定 

    開催日：令和８年９月１０日（木）、１１日（金） 

会 場：広島工業大学 

メインテーマ：地域を支えるこれからの高等教育機関の連携（仮） 

 

２－(1) 「やまがた進学大交流フェスタ」の開催（基本方針１～４、初期戦略１，２－②

③） 

県内高校生の県内高等教育機関進学率向上や県内大学生の地元定着率向上を目指す。  
県内高等教育機関による合同説明会だけでなく地元で働く卒業生との交流の機会を持ち、県内

高等教育機関に進学した後も、県内企業に安定的な就職が可能なことを高校生及び保護者に説明

する。 

 

２－(2) 大学等進学説明会（基本方針２、３、初期戦略１，２－②③） 

高校生の進学意識形成や進学選択を支援するとともに、コンソーシアム加盟機関への進学率ア

ップを目指して「大学等進学説明会」を開催する。 

 

３－(1) 「やまぷら」初期戦略に貢献する事業（基本方針１～４、初期戦略１～３） 

地域貢献・活性化を図るため、教職員が企画・実施する地域貢献・活性化につながる事業を行う。  

具体的には、企画会議において公募し、教職員から提案された企画について、地域貢献及び活性

化のための事業となっているか、実現可能性、効果等を審議した上で可否を決定し、採択された企

画を支援するために助成金を交付する。 

 

３－(2) 学生による地域貢献・活性化プロジェクト（基本方針１～４、初期戦略１～３） 

本部会の目的の一つである地域貢献・活性化を図るため、学生が企画・実施する地域貢献・活性

化につながる事業を行う。 

具体的には、企画会議において公募し、学生により構成されている団体から提案された企画につ

いて、地域貢献及び活性化のための事業となっているか、実現可能性、効果等を審議した上で可否

を決定し、採択された企画を支援するために助成金を交付する。 

 

３－(3) 「やまがた夜話」（基本方針１～３、初期戦略１～３） 

県民の皆様に様々なテーマをわかりやすく解説する公開講座を無料で開講する。 

原則として９月～２月の月１回、「ゆうキャンパス・ステーション」を主会場とする（無料）。 

 

３－(4) 遊学館との共同事業の開催（基本方針２～４、初期戦略２－②③、３） 

活動拠点となっている遊学館（県立図書館、生涯学習センター、男女共同参画センター等）と共

同した事業を実施する。 

 

４－(1) ゆうキャンパス広報リーフレットの作成（基本方針２、初期戦略２－②③、３） 

令和8年度は、在庫が相当数あることから、ＨＰからのＰＤＦ版のダウンロードで対応する 

 

４－(2) ゆうキャンパスホームページ等の充実・管理（基本方針２、初期戦略２－②③、３） 

ホームページ等の内容を随時更新し、内容の充実を図る。 

 

４－(3) 「ゆうキャンパス･ステーション」の充実（基本方針１～４、初期戦略１～３） 

「ゆうキャンパス･ステーション」の貸し出しを継続し、利用予約のない日については学習ス

ペースとして高校生等に開放するとともに、構成機関の学校案内の配架による情報提供、各種イ

ベントポスター、チラシ、地域情報の提供などの広報活動に努める。 
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４－(4)ＦＭ番組への協賛（基本方針２，３、初期戦略２，３） 

従来の印刷物による広報から、若年層の視聴機会が多いメディアへの転換を図るため、パン

フレット等の印刷費を削減し、その財源をエフエム山形の番組「YAMAGATA CAMPUS TOURS」へ

の協賛に充てる。 

 

 目的: 「大学生の生の声を伝える」という番組コンセプトのもと、加盟大学の学生自らが大学

の魅力、カリキュラム、地域活動、サークル活動等を発信することで、県内外の高校生に対し

「山形での学生生活の楽しさ」をダイレクトに伝え、県内進学の促進と地元定着への意識醸成

を図る。 

 期待される効果: 音声メディアおよび SNS との連動により、従来の媒体では届かなかった層へ

の認知拡大を目指す。 

 

 

５ 男女共同参画推進事業（基本方針２、３、初期戦略２－③、３） 

「ダイバーシティ推進ネットワーク会議」を活用して、男女共同参画及びダイバーシティ推進

に関する情報共有のほか、セミナーやシンポジウムへの参加などを通して男女共同参画推進事業

の連携・充実を図る。 

 

≪課題解決･価値創出部門≫ 

 

６－(1) 地域課題解決のための調査・マッチング（基本方針１～４，初期戦略１） 

地域課題の解決に向けて、加盟機関からのニーズに基づき、様々な立場・角度から調査や深堀

を行うとともに、関係する機関をつなぐことで解決に向けた話し合う場を提供する。今年度は全

加盟機関との意見交換を目指す（オンラインを含む）。 

 

６－(2) 「村山･地域再生総合対策事業」への協力（基本方針１～４、初期戦略１～３） 

 山形県村山総合支庁の「村山･地域再生総合対策事業」へ協力し、村山地域の課題解決に貢献

する人材のマッチングを図るとともに、県内他支庁への横展開を検討する。 

  

７－(1) 社会共創ワークショップの開催（リカレント教育推進部門との共催）（基本方針１～

３、初期戦略１、３） 

加盟する機関担当者が一堂に会し、参加者間のネットワーク構築を図るとともに、県内自治

体、経済団体等、高等教育機関･学生それぞれの立場から意見交換し、課題や施策に繋がるきっ

かけを創る場を提供する。 

 

７－(2) 地域企業の価値創出・持続的発展・業務効率化への提言（基本方針１～４、初期戦略

１、２－①③） 

 “オールやまがた”の「やまぷら」ネットワークを活用して、地域企業が抱える経営課題に対

しDXを活用した解決策を提言するなど、地域企業の価値創出や持続的発展、業務効率化に貢献す

る。 

 

７-(3) やまがた「新結合」ライフキャリア・ワークショップの開催等（基本方針１、３、初期

戦略２） 

「やまぷら」の重点課題である「女性の活躍・地域定着」と「県内大学生の地元定着」を個別

の課題とせず、「山形で働く魅力的なロールモデル（女性）との出会い」を媒介に結合させる。

学生が卒業後のキャリアを「就職」という点ではなく、地域での「ライフデザイン」として描く

機会を創出し、山形で生きる「共創プライド」を醸成するワークショップを開催するなど、初期

戦略の女性の活躍・地域定着に資する活動を行う。 

 

８ 「やまぷら」ホームページ等の充実（基本方針２、３、初期戦略１、３） 

 「やまぷら」ホームページの「お問い合わせ」コーナーの周知広報を図るとともに、加盟機関
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の要望を踏まえ、改善を図るとともに、引き続きSNSの利活用について検討する。 

 

９ 令和８年度文部科学省事業「地域構想推進プラットフォーム構築等推進事業」（基本方針１

～４、初期戦略１～３） 

 令和８年４月公募（予定）の本件事業に「やまがた共創プライド」に基づく、高校教育改革を

起点とした大学・地域一体型人材育成基盤構築～大学機能と山形県施策の戦略的共創～（仮）」

として申請し、本プラットフォームの機能強化を図る。 

 

≪リカレント教育推進部門（令和７年度発展的改組）≫ 

 

10 やまがた共創塾「地域産業コア人材育成プログラム（第３期）」の実施（基本方針１～４、

初期戦略１）  

やまがた共創塾「地域産業コア人材育成プログラム（第３期）」を実施する。具体的な内

容は以下のとおり。 

 

目的：企業・団体の中核として組織や事業の成長をけん引していくコア人材の育成 

日時：4月24日～10月2日（全14回、70時間） 

対象：山形県内の企業のコア人材を目指す社員 

募集定員：30名 

受講料：30万円 

   

 なお、本プログラムの計画・実施に際しては、山形労働局と連携し、「人材開発支援助成

金」の対象とする。 

 

11 カーボンニュートラル人材育成プログラムの実施（基本方針１、３、４、初期戦略１、３） 

 山形県環境エネルギー部との連携により、脱炭素の進め方を学び、自治体等の施策推進に活か

す実践力を養うプログラムを実施する。 

 

12 ポータルサイト「やまがたリカレント教育アカデミー」の充実（基本方針２、３、初期戦略

３） 

山形県内におけるリカレント教育を推進するため、「やまぷら」ホームページ内に設けたポー

タルサイト「やまがたリカレント教育アカデミーを充実させるとともに、公式SNSとの連携を強

化する。 

 

13 令和７年度 文部科学省補正予算「産学連携リ・スキリング・エコシステム構築支援事業」

（基本方針１～３、初期戦略１、２－③、３） 

 令和８年１月公募の本件事業に「やまがた共創プライドを醸成するオール山形の共創基盤「や

まぷら」による新結合創出リ・スキリング・エコシステム構築事業」として申請し、本プラット

フォームのリ・スキリング教育機能の強化を図る。 

 

 

【会議等開催計画】 

 

〇協議会    令和９年３月 

 令和８年度事業報告書及び令和９年度事業計画書の審議等 

 

 

〇役員会    令和９年３月 

 令和８年度事業報告書及び令和９年度事業計画書の審議等 

 



 

6 
 

 

〇戦略会議    

年度当初に第１回会議を開催し（５月末まで）、令和８年度の事業計画等を確認するととも

に、文部科学省の公募２事業（産学連携リ・スキリング・エコシステム構築支援事業及び地域構

想推進プラットフォーム構築等推進事業）の採択状況等を踏まえ、対応を協議する。 

 

〇アドバイザリーボード   令和９年２月 

 令和８年度実施事業についてアドバイザリーボード委員より総括及びモニタリングを実施する

とともに、次年度計画へ意見反映。 

 

 

≪高等教育機関連携部門（大学コンソーシアムやまがた）≫ 

 

〇総会  ６月中旬～６月下旬 

 令和７年度の事業報告、収支決算を報告し、令和８年度の事業計画、収支予算書等を協議。 

 

〇幹事会 ５月下旬～６月中旬 

 令和７年度の事業報告、収支決算を報告し、令和８年度の事業計画、収支予算書等を協議。 

 

 

≪課題解決･価値創出部門≫ 

 

〇地域課題解決ワーキンググループ会議    議題等調整の上開催 

 ・地域課題解決のための調査・マッチング 

 ・「村山・地域再生総合対策事業」への協力 

  

〇地域価値創出ワーキンググループ会議    議題等調整の上開催 

 ・やまがた社会共創ワークショップ実施・検討 

 ・やまがた「新結合」ライフキャリア・ワークショップの検討 

 

 

≪リカレント教育推進部門≫ 

 

〇地域産業人材育成ワーキンググループ      議題等調整の上開催 

 ・やまがた共創塾「地域産業コア人材育成プログラム」の実施、継続プログラムの検討 

 ・やまがた経営者育成プログラム等の開発・実施 

 

〇地域コミュニティ人材育成ワーキンググループ  議題等調整の上開催 

 ・やまがた共創塾「やまがたモデル」を活用したカーボンニュートラル人材育成プログラム開 

  発・実施 

 ・やまがた観光経営人材育成プログラム等の開発・実施 

 

 

【添付資料】 

〇 「やまぷら」組織イメージ図 

〇 「やまぷら」中長期ロードマップ 

〇 「やまぷら」令和８年度ロードマップ 



【事務局：⼭形⼤学】

協議会
・地域課題について意⾒交換し、関係機関が取り組むべき課題を議論
・すべての会員で構成。会⻑が招集し、会⻑が議⻑
・会員の過半数をもって議決

役員会
・協議会に付議すべき事項、協議会の議決事項の執⾏に関する事項及び緊
急かつ重要事項等を審議
・会⻑１名、副会⻑７名以内は協議会の決議により選任

戦略会議
・事業計画、事業実施部⾨の設置･運営等について審議
・委員は役員の指名８名で委員⻑は互選により選出
・1/2以上の出席で2/3以上で議決。年２回定例開催

アドバイザリーボード
・学識経験者、産業界関
係者等７名以内

顧問
・学識経験者、産業界関
係者等７名以内会⻑が召集役員を選任

委員を指名

審議付託

会⻑召集可

会員の承認 審議付託

協議、会⻑委嘱

⼭形県内⾼等教育機関・
研究機関⼜は地⽅公共団
体及び⼭形県の地域振興
に資する団体

⼊会申込

協議、会⻑委嘱

意⾒可

意⾒可

事業実施部⾨

⾼等教育機関連携部⾨
（⼤学コンソーシアムやまがた）

【事務局：⼭形⼤学】
◎総会
〇幹事会
・企画会議事業
「⼭形県における⾼等教育のグランドデザ

イン（仮）」策定、FM番組への協賛 ほか
・ダイバーシティ推進ネットワーク
会議事業 ほか

地域課題解決･価値創出部⾨
⽂科省「地域構想推進プラットフォーム
構築等推進事業」対応

【事務局：⼭形⼤学】
〇地域課題解決WG
・課題解決に向けての調査・マッチング
・「村⼭･地域再⽣総合対策事業」への協⼒
ほか
〇地域価値創出WG
・ 社会共創ワークショップ
・地域企業への価値創出･持続的発展･業務
効率化への提⾔ ほか

リカレント教育推進部⾨
⽂科省「産学連携リ・スキリング・エコシス
テム構築⽀援事業」対応

【事務局：⼭形⼤学】
〇地域産業⼈材育成WG
・やまがた共創塾「地域産業コア⼈材育成プ
ログラム（第3期）」
・
〇地域コミュニティ⼈材育成WG
・やまがた社会共創ワークショップ
・ポータルサイト「やまがたリカレントアカ
デミーの充実」 ほか

設置

連携 連携



2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

2025
(R7)

2026
(R8)

2027
(R9)

2028
(R10)

2029
(R11)

2030
(R12)

2031
(R13)

2032
(R14)

2033
(R15)

「やまぷら」中⻑期ロードマップ

第１期 第２期 第３期

「やまぷら」の
⽴ち上げ・組織
整備期間

本格的な始動
県内課題のヒアリングや解決に向けたマッチ
ングの実施
「やまぷら」の⾃⾛化を⽬指す

定常化社会に向けた恒常的な組織へ
県内における課題解決事例の横展開

・2022.10.13設⽴
・2023.2.10ワークショッ
プ開催
・2023.7.7リカレント教育
部⾨設⽴

・2023.10.14進学フェスタ
開催

・2023.12.6第２回ワーク
ショップ開催（予定）

・⼤学コンソーシアムや
まがたの部⾨化への整理

・⽅針/戦略の策定・評価
・各団体の役割整理と連携の模索
・各地域での課題ヒアリングと解決に向けた
マッチング事業の開始
・事業実施費⽤については、国や県の委託事
業等を活⽤し、将来的にはマッチング事業と
マッチング後の実証事業による収⼊の確保が
可能となる仕組みの構築
・実施事業の効果検証

・課題解決の好事例について⼭形県全域
に展開
・⽅針/戦略の策定・評価
・実施事業の効果検証



基本⽅針 初期戦略
戦略会議 戦略会議 戦略会議

役員会
アドバイザリー

ボード 協議会

0．「⼭形県における⾼等教育のグランドデザイ
ン（仮）」策定事業

1,２
2‐①〜③、

３
１〜３ ２−①③
２，３ １，2−①③
1〜３ ２−③
１〜４ １，２−②
２，３ １，２−②③
１〜４ １〜３
１〜４ １〜３
１〜３ 1〜３
２〜４ ２−②③、３
2 ２−②③、３

１〜４ １〜３
１〜４ １〜３
２，３ ２，３

５．男⼥共同参画推進事業 ２，３ ２−③、３
部⾨会議開催 企画会議 幹事会 総会 幹事会

１〜４ 1
1〜４ １〜３
１〜３ １，３
1〜４ １，２−①③
１，３ １，３

８．広報事業 ２，３ １，３
９.令和８年度 ⽂部科学省予算事業 1〜４ １〜３

部⾨会議開催 部⾨会議 部⾨会議 部⾨会議

１〜４ 1
１〜４ 1
１〜４ 1
１〜４ １，３

12.広報事業 ２，３ 3
13.令和７年度 ⽂部科学省補正予算事業 1〜３ １，２−③、３

部⾨会議開催 部⾨会議 部⾨会議 部⾨会議

男⼥共同参画事業

やまがた観光⼈材育成プログラムの実施
「やまがたリカレント教育アカデミー」の充実

「やまぷら」ホームページの充実

やまがた経営者育成プログラムの実施
地域産業コア⼈材育成プログラム（第2期）の実施

CN⼈材育育成プログラム（第2期）

地域企業の価値創出・持続的発展・業務効率化への提⾔
やまがた「新結合」ライフキャリア･ワークショップの開催等

令和８年度 ⽂部科学省予算事業「地域構想推進プラットフォーム構築等推進事業」

11.地域コミュニティ⼈材育成事業

10．地域産業⼈材育成事業

７．地域価値創出事業

６．地域課題解決事業

共同教育事業
単位互換履修学⽣⽀援

やまがた進学⼤交流フェスタ
⼤学等進学説明会

課題解決･価値創出部⾨

リカレント教育推進部⾨

地域課題解決のための調査・マッチング
「村⼭･地域再⽣総合対策事業」への協⼒

社会共創ワークショップの開催

ゆうキャンパスホームページ等の充実
ゆうキャンパスステーションの充実

４．広報事業

4⽉

「やまぷら」会議開催

１．共同教育事業

３．地域貢献･活性化事業

２．県内進学推進事業

⾼等教育機関連携部⾨（⼤学コンソーシアムやまがた）

やまがた夜話

共同FD/SD研修

「やまぷら」初期戦略に貢献する事業
学⽣による地域貢献･活性化プロジェクト

遊学館との共同事業

「⼭形県における⾼等教育のグランドデザイン（仮）」策定事業

実施事業等

FM番組への協賛

令和７年度 ⽂部科学省補正予算事業「産学官連携リ・スキリング・エコシステム構築⽀援事業」

「やまぷら」令和８年度ロードマップ
対応する基本⽅針等 3⽉2⽉1⽉12⽉11⽉10⽉9⽉8⽉7⽉6⽉5⽉


